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このままでは、ずっと、大気は曇り顔です。

冷蔵庫など文明の利器に欠かせなかったフロンが、オゾ

ン層のほころびの原因だとは誰が想像したでしょうか。ま

た、排気ガスが地球を温暖化し、恵みの雨を酸性雨へと

変えるとは・・・。事実、さる科学者がフロンによるオゾン層

の危機を指摘してから、世界的な対策がはじまるまで約15

年も要したのです。青空はひとつ。横河電機では、フロンを

全廃する一方、トリクロロエチレン排出に厳しい自主規制

を実施。またCO2、SOx、NOxの削減のために、高度なア

プリケーションを提供しています。

横河電機では、’94年にいち早くフロンを全廃。また、従

来、法定許容範囲内で大気放散を許していたトリクロ

ロエチレンについても早急な対策を実施し、トリクロロ

エチレン洗浄装置を密閉化しました。この洗浄装置は

トリクロロエチレンのおおよそ90%を回収できるように

なった結果、大気汚染を防止するとともに、資源回収・

再利用に成功しました。また、地球環境の視点からの

QCC活動が積極的な横河電機では、この問題に見事

な解決策を見出したサークル「プロジェクトS」も誕生し

ました。このサークルでは、熱処理工程で脱脂に使用

するHCFC（代替フロン）とIPA（イソプロピルアルコー

ル）の代わりにテトラクロロエチレンを使用して表面処

理工程に成功。さらに各種対策の考案で、このテトラク

ロロエチレンの50%削減に成功しています。さらに’99

年には全廃を目指しています。一方、地球温暖化抑制

のために欠かせないCO2排出に対しても省エネ化や

太陽光発電をはじめとした代替エネルギーの積極利

用により、大幅な削減をめざしています。「止められな

いか？無くせないか？代わりはないか？」・・・いま、横河

電機の新しいチャレンジがはじまっています。

この青空を次世代へ継いでいくために、

毎日の活動から見つめ直していきます。
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トリクロロエチレン回収装置

窒素酸化物管理図
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